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☆ 新年挨拶  

 

明けましておめでとうございます。本年もどうぞよろしくお願いいたします   

私個人的には妻が亡くなって 1 年半たちました。一周忌も無事終え、段々と自分のペース、家

庭のペースもつかめてきて、日常の診療および労職研の相談業務に加えて、家事・炊事をこなし

ております。お正月は亡き妻の双子の妹が来てくれて手伝ってもらい何とかのんびり過ごすこと

が出来ました。長男・小学校 6 年生が私立中学受験に向けて頑張っておりましたが、年明けて失

速し塾通いでのラストスパートもせず、受験したすべての中学から不合格通知を頂き、本人の第

一希望である、公立の中学への進学が決まりました。上の 2 人、長女・次女は公立中学に行って

いるので公立でもいいのですが、私立中学でいろいろな友達と出会って刺激され、広い視野を持

ち、将来は私と同じ医者でなくてもいいのでいろいろな活動に目を向けて、できれば顧問の高木

先生、運営委員の久田さんのような政治に関われる男になってくれればと心ひそかに思っていま

した。公立の中学へ進み幅広い層の方々と接するのも大事なことかと考え直しています。長女、

次女は来年それぞれ大学・高校受験がありますので、またいろいろ支えていかねばならないなと

思っています。  

私事ですが、昨年 12 月末には長女とフィリピン

パラワン島という所に 2泊 3日という強行スケジュ

ールで行ってきました。今年も少し休みを取って、

北海道・沖縄・シンガポールあたりに弾丸で旅行を

したいなと思っております。皆さんにご迷惑をおか

けしないようにいたしますので、よろしくお願いい

たします。  

労職研の方は、ずっと目標としていた事務局員を

もう一人追加・・・昨年も叶いませんでしたが、成

田さんも一人でやることに慣れ、頑張って下さって

いるので、いい人が見つかるまで一人で頑張っても

らおうと思っております。会計の方は、いいのか悪

いのかアスベスト裁判、アスベスト被災者支援によ

ってカンパを頂いて、今年も黒字で終えています。「黒字で終えている、カンパが頂ける」とい

うのは、アスベストで苦しんでいる人がいるという裏表です。引き続き、被災者が隠れてしまわ

ないようにしっかり救済していければなと思っています。今後とも皆さんのご意見を広く伺って

しっかり運営していきますので、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。  

以上を持ちまして、新年の挨拶とさせていただきます。よろしくお願いします。     

（代表  森  亮太）  

★震災とアスベストを考えるシンポジウム  

 

 １月１１日、阪神淡路大震災から２５年を迎える神戸市の勤労会館大ホールで震災とアスベス

トを考えるシンポジウムが開催されました。主催は震災とアスベストを考える実行委員会でした。 

 この集会では複数の方が登壇、発言しクロスロードゲームも行われましたが、本稿では熊本学

フィリピンパラワン島にて  
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園大学教授・中地重晴氏による「阪神淡路大震災におけ

るアスベスト飛散の検証」の記念講演と安全衛生製品の

販売を行っているスリーエムジャパン（株）の片岡克己

氏による、アスベストから身を守る正しい使い捨て式防

じんマスクの装着方法のレクチャーについて報告します。 

 中地氏は震度７の地震は１９４８年の福井地震以来、

阪神淡路大震災、新潟中越地震、東日本大震災、熊本地

震、北海道胆振東部地震と６回発生しており、中地氏自

身も１９９５年１月１７日に芦屋市の自宅で阪神大震災

に被災し、２０１６年の熊本地震にも遭ったことから、

人生で何回でも震度７の地震を経験する可能性があると

講演を始めました。  

 震災当日の棚等が倒れた芦屋市の中地氏の自宅マンション室内の写真や、「写ルンです」のレン

ズ付きフィルムで震災当日に撮影した倒れた阪神高速道路や線路の曲がった阪神本線等の写真が

プロジェクターから映し出されました。  

 震災後、阪急三ノ宮駅の解体など初期の解体作業では粉じんが沢山飛散する現場があり、中地

氏が当時勤務していた大阪・弁天町にあった市民団体・環境監視研究所にも神戸の街が埃っぽい

とマスコミからの問い合わせがあったりしました。被災地ではとりあえず重機で建物を壊し、ダ

ンプに廃棄物を積み込み撤去するだけのミンチ解体も行われていました。  

 阪神大震災で倒壊したビルの総数は１２２４棟で、神戸市の９５年３月時点での「倒壊ビルに

おける吹き付けアスベスト」の実態調査では、その内２５棟でアスベストが確認され、１５棟が

吹き付けが確認された昭和５０年以前の建物ということになっていますが、中地氏は現実的には

アスベストが使用されたビルの正確な数は不明で、恐らく１００棟を超えるビルにアスベストが

存在していたと考えているということでした。  

 神戸市による吹き付けアスベスト除去工事の把握状況の報告は９５年９月末では５７棟で、そ

の内、市と協議せず不適切な対応を取られていた建物が１３棟でした。一方で、労働基準監督署

への吹き付けアスベスト除去工事の届出は９５年１０月時点で５１件（内訳：西宮市６件、芦屋

市５件、神戸市４０件）で先の神戸市のデータと齟齬がある状態です。また、神戸市による６月

時点での未解体の倒壊ビルにおける吹き付けアスベスト使用実態調査では３７７棟残っていたビ

ルの内、５０棟で吹き付けアスベストがあるという調査結果になるなど結局、アスベストのある

建物が何棟あるかは分からずじまいでした。  

 三宮センター街のアーケードで露出していた吹き付けアスベストを中地氏が分析にだして調べ

てもらったところ１パーセントを少し超えるくらいのアスベスト含有で、神戸市にきちんとした

工事が必要と話しましたが、当時は労安法で５パーセント以上と定義されていたことからきちん

とした除去工事が行われなかったということでした。中地さんは震災後、神戸はアスベストを吸

い込みやすい状況だったということができると結論付けました。  

 震災後、当時の環境庁による継続すべき測定点１７か所を選定し、位相差顕微鏡法により測定

する大気環境モニタリングが行われ、ある観測点では空気１リットル当たり５本のアスベストが

観測できるなど、地震発生後に一般環境大気中のアスベスト濃度が上昇したことを示す貴重なデ

ータとなりましたが、当時、観測点が公にされず、情報公開法もまだなかったことからそれもで

きなかったことから、環境庁の大気環境モニタリングは一般の人々に注意喚起をするリスクコミ

ュニケーションにならなかったということでした。  

 中地氏が調査したクロシドライトの吹き付けが鉄骨についたまま解体が行われていた現場では、

マスクをしないで作業にあたっている作業員がいたり、貯金通帳等自身の財産や写真等思い出の

中地重晴氏  
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品をマスク無しで探したりする被災者の姿が見られたということでした。  

 神戸市の発表している９５年９月末のアスベスト除去工事の把握状況については、５７件中４

２件については適切なアスベスト除去が行われ、後の１５件についてはアスベストの飛散対策が

取られなかったという内容で、一方、労働基準監督署への吹き付けアスベスト除去工事の届出状

況は５１件でした。  

 市民団体の要請を受け、神戸市は９５年５月から同年８月まで市内の各小学校のグラウンドで

アスベスト繊維の測定を行いましたが、調査が始まった頃には３分の２の建物が解体されており

８月になり大方の解体が進んでいる中で公表しても市民の参考にならなかったのではということ

でした。この調査の５月の平均値は空気１リットル当たり２．３本が計測されたということでし

た。  

 行政の対応については、神戸市の震災に伴う家屋解体・撤去工事におけるアスベスト粉じん対

策指導指針が９５年５月に策定され、ほとんどの解体工事が始まっていて遅きに失したと言え、

震災復旧工事における石綿管理対策推進会議の事業者向け説明会が９５年７月２０日だったとい

うことで、対策を考えずに工事が進められてしまったということでした。  

 中地さんは、震災当時、吹き付けアスベストのある建物の把握は、被害調査時点では調査者に

知識が無く建物の数は不明なままで、解体作業員にも知識がなく、不適切な解体作業が行われた、

行政による飛散防止の周知徹底は７月以降で遅かった、大気中のアスベスト濃度測定、モニタリ

ングは１年間継続され、状況がある程度把握できた、本格的なアスベスト対策は２００５年のク

ボタショック後であることを認識し、再度、阪神大震災を教訓化すべきと考えているということ

でした。  

 このシンポジウムではスリーエムジャパンの片岡

克己氏が震災時にアスベスト粉じんから被災者を守

る使い捨て式防じんマスクの正しい装着方法のレク

チャーが行われました。会場には事前に全ての参加

者に防じんマスクが配られました。  

 片岡氏によるレクチャーは、「本日、私達より提供

されたマスク以外の防じんマスクをポケット、バッ

クに入れている方はいますか」という問いかけから

始まりました。筆者が見ていたところ、この問いか

けに挙手をする人は少ないように見えました。片岡

氏は「今地震がきたらどうしますか。いざという時

にマスクがなければ闘うことはできません。よって

必ず自分たち

でマスクが使

えること、マスクを持っていることが重要です」と話し、

震災に備えマスク備蓄をしておくことや正しいマスク装

着を知っておくことの大切さについて喚起してくれまし

た。  

 片岡氏によると防じんマスクを正しく着用する３つの

ポイントは、①あごを包み込むように着用すること、②

２本のゴムバンドを頭頂部と首の後ろに回ししっかり固

定すること、③ノースクリップ（鼻あて）をしっかり押

さえて、顔に密着させ、鼻の周辺の隙間をなくすること

ということでした。片岡氏が檀上で正しい装着方法を実

会場でマスクを装着する参加者達  

防じんマスクの装着方法を実演する  

スリーエムジャパンの片岡克己氏  
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演して、それを見て会場の参加者もマスクを装着しました。  

 震災時、アスベストから身を守るための防じんマスクは日本の国家検定をパスしたＤＳ２か、

米国労働安全衛生研究所の規格に合格したＮ９５区分の製品です。スリーエムジャパンや重松製

作所、興研などが販売しています。  

 ２０１１年の東日本大震災の時、労職研は南三陸町に重松製作所のマスクを持ち込みました。  

（事務局  成田  博厚）  

 

☆沖縄報告 中皮腫サポートキャラバン隊講演会と  

アスベストユニオン定期大会、辺野古訪問  

 

≪中皮腫サポートキャラバン隊 in 那覇≫  

 １月２６日に那覇市の沖縄県青年会館でアスベスト

被害にあった労働者を組織している全造船関東地協労

働組合アスベストユニオンの第１４回定期大会が行わ

れました。事務局の成田もアスベストユニオンの執行

委員として参加しました。この大会の前日の２５日に

アスベストユニオンも支援している中皮腫サポートキ

ャラバン隊による沖縄初の講演会が同じ沖縄県青年会

館で行われ、中皮腫サポートキャラバン隊共同代表の

右田孝雄さんが中皮腫患者達自身で全国の患者、家族

に対して行っているピアサポート活動について紹介し、

浦添市に住む腹膜中皮腫患者の鹿川真弓さんが２６歳

で中皮腫を発症してからの療養生活について講演しま

した。鹿川さんは保育士として働いていた２６歳の時

に発症し、１５年間仕事を続けながら療養してきました（鹿川さんのお話しは別冊の講演録を参

照してください）。  

 この日の講演会には中皮腫を発症したＡＹＡ世代の娘さんの父親が来場されており、講演後、

質問をしていました。  

 

≪アスベストユニオンの定期大会≫  

 キャラバン隊の講演会の翌日、アスベストユニオンの

定期大会が行われ今年一年の活動方針について積極的な

議論が行われました。石綿ばく露作業に従事した退職者

の積極的な組織化やアスベスト問題における企業の責任

追及は労働組合こそが担わなければならないなどこれま

でアスベストユニオンが行ってきた活動方針を確認した

ほか、石綿救済制度における療養費の増額を求める運動

にも積極的に取り組むことも新たな方針に加えられまし

た。  

 成田からは昨年岐阜地裁に提訴した日立アスベスト被

右田孝雄さん（左）と鹿川真弓さん  

焼けた首里城  
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害訴訟や岐阜地裁、静岡地裁でニチアスを相手取り闘われているニチアスアスベスト被害訴訟の

報告を行いました。  

 総会後、夕方に首里を歩きました。焼けた首里城がライトアップされていました。  

 

≪辺野古新基地建設現場での座り込み≫  

アスベストユニオンの定期大会の翌日にユニオン執行

委員の西山さんや平方さんらとレンタカーで米軍海上ヘ

リコプター新基地の建設が強行されている名護市辺野古

にある、新基地建設反対運動の拠点である座り込みテン

ト村を訪れました。テント村は新基地が建設されている

在日米軍海兵隊基地・キャンプシュワブの沿岸に土砂や

建設資材を搬入するための工事ゲートのすぐそばにあり、

キャンプシュワブと国道３２９号線を挟んで設けられて

います。この日、案内をしていただいた１年の半分を辺

野古で過ごしているアスベストユニオン中村副執行委員

長のかつての同僚男性によると「テント村が出来た当初

はいつ撤去されるか心配だったけれど、最近はそういっ

た心配がなくなった」ということでした。  

座り込みにはだれでも参加することができ、この日は大

阪からの元教員のグループも参加していました。私達は那

覇からレンタカーで現地までいきましたが、まず、テント

村の３ｋｍほど前にあるテント村訪問者用の駐車場まで行

き、駐車場のプレハブ小屋に張ってある携帯電話番号に電

話をすると送迎車が迎えに来てくれテント村まで私達を運

んでくれました。キャンプシュワブ前のテント村にはトイ

レを設置することが許されていないそうで、トイレが必要

になった人は送迎車で駐車場の簡易トイレまで運んでもら

い用を足すことがで

きます。座り込みテント村は工事のない日曜を除き朝から

夕方まで開かれていますが、土砂やコンクリートを積載し

たダンプやミキサー車が入る工事ゲート前で行われる座り

込みは、平日の朝、昼前、午後の３回行われる搬入に合わ

せて行われていま

す。この日、筆者

は昼前に行われた

座り込みの様子を

見ることができま

したが参加者は４

０人程度でした。土曜日は土砂などの搬入はありません

が、数百人の人々があつまる集会が行われています。  

正午前、テント村での小集会が行われ、沖縄防衛局が

土砂や建設資材を妨害されず円滑にキャンプシュワブ内

に搬入するためのトンネル建設や辺野古ダムからのベル

トコンベアの設置工事を計画している事等の説明を受け

新基地建設現場  

座り込みテント村  

座り込み前に運動側が並べたイス  

工事ゲート前で搬入を待つミキサー車  
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た後、工事車両が来る少し前に座り込み参加者は事前

に運動側が工事ゲート前に並べた小型折りたたみイス

に腰かけ搬入車両が来るのを待ちました。座り込み参

加者の後ろには民間警備会社の警備員たちが２列で搬

入路を守っている状況で、コンクリートミキサー車が

工事前ゲートに並ぶまで参加者は「沖縄よどこへ行く」

などの運動歌をギターに合わせて数曲歌いました。筆

者は事前に歌集を５０円で購入していたので歌を歌う

ことができました。歌の後は現地に詰めて活動をして

いる男性が座り込みについてマイクを使ってガイダン

スをしてくれました。男性は市民が座り込みを毎日続

けていることにより工事は遅れており、最近では暗く

なっても夜８時くらいまで工事をするようになってきたこと等を説明してくれた後、具体的な機

動隊対応について説明してくれました。  

コンクリートミキサー車が数十台並び、国道３２９号線に渋滞が起き始める頃になるとキャン

プシュワブ内に待機していた沖縄県警の機動隊員が出てきて、私達の前に立ちはだかり、一人の

機動隊員が拡声器で解散を呼び掛けはじめました。沖縄県警はビデオでの撮影も始めます。機動

隊員は全員サングラスやマスクをしておりメディア対策かなと思ったりしました。現地で運動を

続ける活動家男性は機動隊のアナウンスを無視してマイクで話し続けます。「座り込みですが、長

く運動を続ける為に無理をしないでください。（機動隊を見ながら）ここに沖縄の青年たちがいま

すが、まず、青年たちが皆さんにどいてくださいと優しく声をかけてくれます。体を触られたり

するのが嫌だったり気分の悪い方はここで退いてください。それでも、退かない人は青年たちが

数人で持ち上げて運んでくれますが、逮捕されないために決して手を肩より上に挙げないでくだ

さい」と機動隊からの排除のされ方をレクチャーしてくれました。  

辺野古では機動隊員の土人発言や暴力的制圧が問題になった時期がありますが、現在では落ち

着いた抵抗が続いています。  

私は機動隊員にどいていただけないですかと言わ

れた段階で退き、写真撮影をしました。平方さんは

３人の機動隊員に持ちあげられて運ばれていました。 

コンクリートミキサー車がキャンプシュワブ内に

入った後、参加者は工事ゲートの前をぐるぐるまわ

りながら「美（ちゅ）ら海を破壊するな」などのシ

ュプレヒコールをあげながらデモを行っていました

が、２回目のダンプの搬入の前に解散させられまし

た。離れた所で地元の年配の女性は撮影する筆者に

「これが沖縄の運動さ。アリのごとく続けるの」と

話しかけてきました。  

辺野古の海の基盤は琉球石灰岩層（サンゴ礁の死

骸）でできており、軟弱で地下８０ｍくらいまでボーリングしないと硬い岩盤にたどりつけませ

ん。そのような所に滑走路や付帯施設をはたして作ることが可能なのでしょうか。普天間基地は

本当に返還されるのでしょうか。  

辺野古での座り込みはどなたでも参加できます。今回私達はレンタカーで現地までいきました

が、ホームページを見ると市民団体は日・休日を除く毎日、那覇市の市民広場から辺野古へのバ

スを運行しています。                       （事務局  成田  博厚）  

工事ゲート前の座り込み  

機動隊に排除される座り込み参加者  
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★パソコンアプリを使用した中皮腫患者の全国交流  

名古屋でＺＯＯＭサロンを始めました  

 

 パソコンやスマートフォンを使って、セミナーやミーテ

ィングをオンラインで開催するために開発されたアプリ

「ＺＯＯＭ」を使用し行う、全国の中皮腫患者の交流会「Ｚ

ＯＯＭサロン」を中皮腫サポートキャラバン隊が毎週第２

水曜日に行っています。２月１２日の午後、労職研の事務

所パソコンから３人の中皮腫患者（胸膜２人、腹膜１人）

がＺＯＯＭサロンに参加し札幌、東京、大宮、神奈川、大

阪、福岡等の患者１０人（胸膜８人、腹膜２人）とウェッ

ブカメラを通してパソコン画面に映し出される各会場の映

像と音声で交流し、中皮腫サポートキャラバン隊共同代表

の右田孝雄さんの司会進行のもと、自身の自己紹介や抗が

ん剤治療の副作用等に関する意見交換、今後の活動につい

て話し合いました。患者以外の参加者は患者家族２人、サ

1 月 25 日  琉球新報  

ZOOM を利用し全国の患者と交流

する３人の患者さん  
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ポーター５人、事務局４人でした。中皮腫サポートキャラバン隊は中皮腫患者が中心となり全国

で中皮腫患者達を支援する活動を行っている団体で、労職研も協力して様々な取り組みを行って

います。  

 名古屋から参加した昨年１２月、左肺を全摘する手術を受けたばかりの中皮腫患者男性は「入

院中病院食が全然ダメで、家族にチーズやたこ焼きを買ってきてもらい食べていました。今日は

私の７３歳の誕生日です。先日、アメリカ人俳優のカークダグラスさんが１０３歳で亡くなりま

したが、私もカークさんのように１０３歳まで生きたい」とお話しになっていたのが印象に残り

ました。  

 今後も労職研の事務所からＺＯＯＭサロンに参加していきます。現在、決まっているのは下記

の日時ですので、多くのご参加をお待ちしております。  

（事務局  成田  博厚）  

 

 

☆ A さん陳述書  

 

昨年６月１４日、大洋漁業（当時、現マルハニチロ）の船員としてアスベストにばく露したこ

とが原因で、石綿肺などにり患して亡くなられた A さんのご遺族が、同社を相手取る損害賠償裁

判の第一回口頭弁論が東京地裁で行われました。当日、息子さんが意見陳述した内容を紹介しま

す。  

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞  

 

 2019 年 5 月 20 日    

 東京地裁民 10 部   係御中  

 

意見陳述書  

 

原告（息子さん）  

  

1  私はアスベスト被災者の長男である A です。今年 67 歳になりました。生まれは東京です

が両親が将来故郷に戻りたいと言っていたので 42 年前に長野県に家族揃って引っ越してき

まして現在に至っています。  

 

2  父の仕事は南氷洋捕鯨船団や母船式サケマス漁業の中の冷凍船や母船の機関員として昭和

23 年から昭和 54 年まで 31 年間船の仕事に従事しました。  

機関員は船舶を動かすエンジンを始めとする電機設備に供給する発電機のメンテナンスを

主として行っていました。しかしながら一旦航海に出ると限られた人数しかいないために機

器に損傷やトラブルがあった場合には船を止めるわけにいかないため保守作業、それもその

場で判断、処置を行ない必ず直さなければならないというプレッシャーがあり相当なストレ

スが多々あったようです。縁の下の力持ちとして父がこの船を 1 航海無事に動かしてきたの

３月１１日（水）１３時３０分から１６時まで  

４月８日（水）  １３時３０分から１６時まで  
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かなと思うと我々家族のために努力、苦労してきた父を男らしい立派で素晴らしく尊敬出来

る父だと思いました。  

しかし、我々家族には仕事がつらいとか辞めたいなんて言うことは一切ありませんでした。

本当にこの仕事が父には合っているんだなと思いました。  

私は小さい頃（小学校時代）航海が終わって港に停泊し下船するまでの間良く船に連れて行

ってもらい船の中を案内してくれました。私も父の影響で機械には子供心で興味があったの

で喜んで見たものでしたが半面、船底近くに階段で降りていく時には機械の騒音や熱気で多

少の不安を覚えたことを記憶しています。  

私も将来船乗りの夢を持ちそちらの学校へと思いましたが諸事情により断念しました。し

かし夢は捨てきれず機械系の大学に進ませてもらいました。  

1 航海半年余り会えないと言うことは普段の生活も一緒にできませんでした。運動会や音楽

会などの行事にも参加してもらえませんでした。また、進路や男としての悩みを父に相談出

来ず子供心に寂しさを感じていました。父は日頃から『子育ても出来ず子供の成長を見られ

なかった』と言っており私以上に残念に思っていたことと思います。  

 

3  父は郷里に戻った後しばらくして会社を退職しましたが今まで母とは一緒に過ごす機会が

少なかったので今まで会えなかった分を取り戻すかのように二人でよく旅行に行ってました。

特に温泉は好きで近くの温泉場を車で回ったり楽しみにしていた年 1 回の会社ＯＢ会には遠

くまで母を連れて参加して旧友との再会を楽しんでいました。また、隣県に住む同僚だった

男性とも夫婦同士で行き来していました。私もそのご夫婦とご一緒した時『親父さんは部下

の面倒見がよく、部下から慕われていたよ』と聞かされ誇りに思うし優しい父らしさが表れ

ているなと思いました。  

囲碁や短歌を詠み始め、また先生の指導の下自分史の作成講座にも積極的に参加し今まで

の閉鎖された世界から一気に爆発して人生を楽しんでいました。そのうち私も地元の人と結

婚して子供が出来ましてその世話も嫌な顔をせず面倒を見てくれました。私より父に懐いた

くらい孫を溺愛してました。きっと私の小さい頃の面倒を見られなかった分、孫をかわいが

ったのでしょう。  

 

4  戦争を体験した父は乗っていた駆逐艦がアメリカ軍に撃沈され九死に一生の経験をしたと

言うことを余り戦争の事は話さない父から聞いたことがありました。そういう修羅場をくぐ

ってきたり兄弟 3 人が戦争で亡くした父ですから出来る限り長生きできるよう食事や体には

十分注意を払っていました。母も父の健康管理には口うるさいほど注意をしていました。と

ころが平成 14 年 10 月に受けた健康診断で胸部異常を指摘されました。アスベストによる石

綿肺との事でした。医師から石綿肺と言われても父には症状も出ていませんでしたし本人も

『大丈夫、何とも無い』と言って普通の生活をしていましたし症状も出ていなかったので我々

家族もそれほど深刻には考えていませんでした。医師も父が高齢なこともあり進み方もゆっ

くりであろうから『経過観察して症状が出てから対処しましょう』ということになりました。

私としては当時の船の機関室にはアスベストが使用されていたことを知っていたので現役時

代の仕事場から罹患したと考えていました。  

その頃から父はポケットティッシュを常に携帯し痰を出していた記憶があります。  

 

5  その後 10 年程何の異常もなく幸せに暮らしていました。しかし徐々に症状は悪化し咳と痰

が多く出ているように感じました。  

平成 25 年 2 月に胸部骨折という事故にあいました。これを機会に父の健康は一気に下降
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線をたどっていったような気がします。以前心筋梗塞で倒れた時も家族に心配をかけまいと

して『大丈夫だ、大丈夫だ』と弱みを見せない父でしたが今回は徐々に体力が落ちていくの

がわかりました。食欲が落ちスーパーで買い物を一緒にしても途中でショーケースの淵に寄

り掛かったり深呼吸をしたりして辛そうでした。  

一度、散歩がてら近くのコンビニエンスストア（自宅からコンビニまで約 450ｍ徒歩 5 分

の距離）に父と母が二人で買い物をしに行った事があったらしく帰る時父が疲労で歩けなく

なり見知らぬ方に車で送ってもらったことがあったと言う事です。母も心配性なのですぐ近

くの行きつけの医院に罹りましたが大きい病院の方がいいと言われたので総合病院を受診し

ました。総合病院は広いので入り口から待合室まで距離があるのですが歩き始めてしばらく

すると息が上がり急遽車いすを用意し乗せて移動しました。本人は待合室まで歩いて行かれ

ると思ったのでしょう。車いすに乗らざるを得ない状況が納得いかないようで元気だった頃

の状況と極端に変わった父の姿を目の当たりにして私は信じられませんでした。こんな姿を

今まで見たことがなかったからです。待合室で待っている時もうつむき加減で息が荒く早く

順番が来ないかなと気が気でありませんでした。診察の結果は思わしくなく次の日入院とな

りました。  

入院後しばらくしてから主治医からお話があり『これ以上よくなることはありません。寿

命と考えてください』と言われたときは寝たきり状態ではない父がもう寿命なのかと信じら

れなく受け入れがたい事でした。半信半疑でしたが出来ることは悔いが無いようにと思い入

院中本人や家族の希望であった自宅への一時帰宅を実現するため私自身が看護師に教わり痰

の吸引作業をやってみましたがやったことがない私には気管支を傷めたりしないかとか鼻か

ら管を入れた時の父の苦しみを見たら到底できるものではありませんでした。それと並行に

自宅には医療用のベッドや吸引機をレンタルして自宅に設置しましたが症状はさらに悪化し

医師も自宅で面倒を見るのは無理でしょうと言われレンタルした医療機器類は一日で返却と

なりました。  

主治医から『この病院ではこれ以上治療することはできない』と言われ看取りの出来る病

院へ転院せざるを得ませんでした。移動は酸素吸入をしながら我々家族が行いましたが病院

を追い出された惨めさと辛そうな父の姿を見て申し訳なさでいたたまれなくなりました。  

転院後父はわずか 2 週間でこの世を去りました。我々家族には言いませんでしたが甥には『俺

はもうだめかもしれない』と言ったそうです。  

死去した日は余りにも突然な事でした。我々が駆け付けた時はすでに意識はなく強制的に酸

素を送り込んだり、心臓マッサージをしている状況でした。最後の最後まで父に対して何も

やれなかった事や寂しい思いをさせたことに自責の念に駆られました。酸素吸入をやめても

らい手を握っていると徐々に手が冷たくなっていくのが感じられ『あーあ、これでお別れな

んだ、人の一生なんて何とはかない事なのだろう』と寂しさを感じたと同時に『家族のため

に頑張ってきてくれてありがとう』と心の中で叫びました。  

もし、アスベストに罹患していなければこれまでの苦しさは無かったと思いますしもっと

長生きしてひ孫の顔まで見られたのではないかと思うと安易に考えていたアスベストに対し

て憎しみと怒りを感じます。  

 

6 アスベスト被害はだいぶ前から危険性がわかっていたのに会社側は何の予防処置もとって

いただけませんでした。多少でも予防策を実施していればこのような事にはならなかったと

思います。その時はアスベストの症状が出ていなかったから対策しなかったのでしょうか？

あまりにもひどい問題軽視だと思います。  

本当は私としては裁判に持ち込みたくはありませんでした。家族も乗り気ではありません
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でしたが H30 年 4 月の団体交渉の時、我々を馬鹿にしたような回答『何しろ古い事なのでま

た会社も合併したりして資料が無く調べようが無い。これで団体交渉は終わりです』の一点

張りで我々がもっと調べてほしいとお願いしても門前払いの格好で会社に持ち帰ろうともし

ませんでした。  

また、H30 年 9 月には、弁護士を通じて内容証明の文書を送りましたがこれもまた拒否の

返答でした。本当に父の事を真剣に考えてもらっているのでしょうか？何か調査を少しでも

やってくれたのでしょうか？  

今までのこのような回答は到底我々家族は受け入れられるものではありません。アスベス

トによる死亡を認めてもらうのと我々に対する侮辱の謝罪を求めるためやむなく提訴に至り

ました。  

貴社所有の船舶でアスベストに罹患したことは明らかですので訴状を真摯に受け止めて頂

き謝罪の言葉が欲しいです。  

 

7  私は今回被告の安全配慮義務違反に対して提訴しましたが当時被告の会社では相当数    

の方が父と同様な作業に就いていて、今尚アスベストで苦しんでいる方がおられると思いま

す。これを機会に原告側にアスベスト被害者の苦しみを知っていただき今後被害者をこれ以

上出さないよう願うばかりです。また、悪条件下で働く方の職場改善ができることを期待し

ます。  

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

★ ・・・化学療法治療効果無し。更に同志の死が私の心を打ちのめす・・・ 

 

 ２０１９年１１月２８日午前１０時、入院受付窓口に到着。待合室は患者と付添人でいっぱい。

受付機の番号シートを取ると２７６。今日１日で３００人位の患者が入院するのだろうか。  

 呼吸器内科病棟の受付に行くと看護師が待っていた。ベッド脇の棚に荷物を置くとすぐに採血

A さんのアルバムに残されていた捕鯨の写真  
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とヨード剤での CT 検査に行くようにと指示される。午後３時過ぎ担当医師が来て、「白血球２．

４（正常値３．３以上）と好中球数１．３（正常値３．０以上）の数値は少し低いが、血小板は

３２６（正常値１５８以上）と正常値であり、またヨード剤でのＣＴ検査に異常がないため、明

日２９日に３回目の化学療法（抗がん剤投与）を行いましょう。」と言った。  

２９日午前１０時３０分、化学療法開始。医師は左腕の静脈に注射針を刺すとすぐに退室した。

看護師は点滴の用意をしながら、「今日は９人の患者が化学療法を受ける。」と言った。看護師が

薄いフィルムシートの防護服とゴーグル姿でやってきた。まずはイメンドカプセル１２５ｍｇを

飲むよう指示。生理食塩液注５０ｍｌ、セロトニン受容体拮抗薬デキサート４．９５ｍｇの薬剤

を投与。１５分後、防護服の看護師ともう一人看護師が来た。私に生年月日と姓名を言わせる。

次に私に投与する薬剤を二人で交互に声を出し合って確認を行った後、立会い看護師は退室した。

生理食塩液注１００ｍｌ、ペメトレキセド（アリムタ）５００ｍｇ／㎡を１２分かけて投与。次

に生理食塩液注２５０ｍｌ、プラチナ製剤点滴静注液（カルボプラチン）を６０分かけて投与。

最後に生理食塩液注５０ｍｌを６分かけて投与、管中などを清掃。看護師は点滴袋や投与管を注

意深くまとめると用意していたビニール袋に入れ、防護服のまま退室した。化学療法は３週間ご

とに投与するのが一般的とのことだが、年末に投与されると正月をきつい副作用の中で迎えるの

は辛いので４回目の化学療法は正月明けにしてもらった。  

２０２０年１月６日午前１０時入院。番号は１８３。正月早々の入院患者は少ない。午後２時

半担当医師がやって来て、血液検査の数値が白血球６．５、血小板２１６、好中球数５．６であ

るため７日に化学療法を行い、８日に９週ごとのビタミンＢ１２を注射すると言った。  

 ４回の化学療法を受けたが正直なところ効果はない気がする。腫瘤箇所はジクジクと痛いし、

また背骨あたりがキリキリと痛い日もある。効果があるのならこんな症状はないのではないか。  

 ２７日ＰＥＴ検査とヨード剤のＣＴ検査。２月６日診察。両方の画像を見せながら「化学療法

の効果はなかったようですね。」と医師は言った。辛い副作用と闘った日々は何だったのか。  

 １８日に入院し各種検査をした後、「２０日にニボルバム（オプジーボ）を投与しましょう。」

と医師は言い、「但し私は片肺しかないので間質性肺炎を発症すると重篤になる。」と付け加えた。  

 ニボルバムの効果は３０％ぐらい。間質性肺炎の発症は７％ぐらい。だが選択余地はなく同意

する。  

 同じ病気で闘っていた同志が１２月に亡くなったと奥様から連絡があった。３ヶ月前にメール

で互いに頑張ろうと交信したのに悲しい。最期はかなり厳しい容体だったとのこと。  

 同志の死が私の弱い心を打ちのめす。ニボルバムの効果も期待薄。是非に及ばず、か。  

（労職研会員  橋本  貞章）  

 

☆事務局からのお知らせ  

 

★労職研総会のお知らせ  

労職研第 17 回総会の日程が決まりましたのでお知らせします。  

日時：6 月 7 日（日）午後  

場所：ウインクあいち 1208 会議室  

記念講演：中皮腫サポートキャラバン隊  右田  孝雄さん  

是非ご予定いただきますよう、よろしくお願いいたします。  

※会員の皆様には後日案内はがきをお送りします。  
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★「福田文夫さんのニチアスアスベスト被害損害賠償訴訟」傍聴のお願い  

 日時：4 月 28 日（火）11:00～  

  場所：岐阜地方裁判所         

 

※弁論準備の部屋で行いますので、傍聴をご希望の方は事前に事務局にご連絡下さい。  

 

 

12 月     

 
3 日  メンハラ対策局例会   4 日  

岐阜ニチアスアスベスト被害

裁判傍聴  

 
6 日  

岐阜アスベスト国賠裁判傍

聴  
 7 日  

全造船ニチアス退職者奈良分

会総会  

 8 日  栗田英司さんを偲ぶ会   12 日  名古屋労職研事務局会議  

 
19 日  

～  

20 日  

全国一斉アスベスト被害ホ

ットライン  
 26 日  名古屋労職研事務局会議  

1 月     

 
4 日  名古屋労職研運営委員会   9 日  アスベストユニオン会議  

 
10 日  ユニオンみえ旗開き   11 日  

震災とアスベストを考えるシ

ンポジウム  

 
17 日  

クレーンオペレーター蒲さ

んの労災裁判傍聴  
 23 日  名古屋労職研事務局会議  

 25 日  

～  

26 日  

アスベストユニオン総会   29 日  メンハラ対策局例会  

労職研の活動  

【労職研  会費・カンパ振込先】  

郵便振替  口座番号  00860－5－96923 

加入者   名古屋労災職業病研究会  

 

 

 


